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腐 敗 ノ 化 學 的 研 究

第1囘 報告　 夏 期 ニ於 ケ ル 實 驗

岡山醫科大學法醫學教室(主任遠藤教授)

恰 土 良 三

桃 井 寛 次

緒 言

死 體現象 ガ法馨 學上重要 ナル研 究事項 ノ1ナ ル コ トハ今更茲 ニ述 ブル必 要 ナキ コ トナル ガ,

自然 科學 ノ各 分科 ニ於 ケル進歩 ハ近來相 當著 シキ モノアル ニ反 シ,死 體 ニ現 ハル ル諸種 分解 現

象 ノ研 究 ハ稍 々取 リ殘 サ レタル ノ感 無 キニ シモ非 ズ,數 年前G. Strassmann1)ハ ココニ感 ズル

所 ア リテカ略 ボ適切 ナル意 見 ヲ發 表 セ リ.抑 々死體 現象 ノ詳 細 ナル調査研 究 ハ實際 ノ場 合 ニ當

リテ,軈 テ死後 ノ經過 時 間 ノ推定 ト,生 前 ノ健康 状態 ノ推 測 ニ對 スル根本義 ヲ爲 スモノナ リ.

然 リ而 シテ死體現 象 ガ自家 融 解,腐 敗竝 ニ酸化腐 敗 ヲ意 味 スル モ ノナル コ トハ既 ニ業 ニ衆知 ノ

事實 ニ屬 ス.就 中 自家融解 的變 化 ハSalkowski2)ガ 組織 内酵素 ニヨル消化 作用 ヲ始 メテ シカク

名 ヅクテ ヨ リ此 方,特 ニ廣 汎 ニ攻究 セラ レタル問題 ナ リ.而 シテ死體 ニ起 ル之 等 ノ現象 ハ,固

ヨ リ各 々明瞭 ナル區別 ヲ以 テ進 行 スルモ ノニ非ズ シテ,互 ニ相錯 交 シテ現 出 スル モ ノナ リ.其

ノ化學 的變化 ハ主 トシテ,臟 器組織 ノ融化 分解 即 チ複 雜 ナル物 質 ヨ リ,ヨ リ簡單 ナル構 成 々分

ヘ ノ分解 ニシテ,其 ノ終産物 トシテハ種 々ナル 「ア ミノ」酸,「 ア ミ ン」類,脂 肪 酸,「 グ リセ リ

ン」竝 ニ炭 酸,硫 酸,燐 酸 硝 酸,水 及 ビ「アムモ ニア」,硫 化水 素,炭 化水 素等 ナ リ トス.

從來死體現象ハ次 ハ如キ種々ナル方法 ニヨリテ研究セラレタルモノナ リ.

1.肉 眼的及ビ物理學的方法

2.化 學的方法

イ. Ptomnine等 ノ如キ分解産物ノ研究.

ロ.組 織加水分解ニヨル産物 ノ檢査(「アミノ」酸,腐 敗瓦斯等)

ハ.酸 化「ヘモグロビン」ノ變化生成物及ビ「グリコーゲン」消失 ノ證明

3.物 理化學的方法

死體液質ノ水素「イオン」濃度及 ビ結氷鮎下降度 ハ測定

4.臓 器組織 ニ出現スル細菌 ノ研究

5.死 體ニ來ルFaunaノ 動物學的研究

6.各 臟器組織ハ組織學的研究

7.各 臟器組織 ノ組織化學的研究

嘗テ岡氏3)ハ 自家融解 ノ際 ニ現ハルル組織細胞 ノ顆粒特 ニ「カル ミン」竝 ニ「アルトマン」氏顆粒 ノ變化 ニ
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164 恰 土 良 三,桃 井 寛 次

就 テ報 告 シ,腐 敗 ノ組織學的研究 ニ關 シテ ハ, Tamassia4), Fa1k5), Maschka6), Olivecrona7), Lubarsoh8),

 Strsssmann9), Schmeisser10), Hoffmann11)等 ノ貴 重ナル報告 ア リ.近 時Walcher12)ハMerkelノ 教室 ニ於

テ極 メテ廣汎 ニ此研究 ヲ遂 ゲ,其 ノ論文 中 ニ之等 ニ關 スル多數 ノ文 獻 ヲ網羅 セ リ.

組 織化 學的方法 ハ主 トシテKernbuch, Fisi及 ビBerariu13)ニ ヨ リテ研究 セラレ, Mangili14)亦 之 ニ關 スル

實 驗 ヲ發表 シ,最 近Minovici, Kernbaoh及 ビCotutin15)ハ コ ノ方法 ニヨ リテ 臓器 ノ腐敗状態 ヨ リ死 ノ時期

ヲ推定 シ得 べ ン ト稱 セ リ.

固 ヨ リ各臟器 ノ腐 敗 ニ對 スル抗抵 ハ區 々ニシテ,其 ノ造構 ト化學 的成分 トニ ヨ リテ差 違 アルモ ノナ リ,水

分 ヲ含有 スル コ ト多 キモノ,組 織 ノ霧粗 ナルモ ノハ變 化 ヲ被 ム リ易 ク,然 ラザ ルモ ノハ之 ニ反 ス. Tumassia

ニ ヨ レバ死體 ノ完全 ナル崩壊 ハ20-25日 ニ シテ出現 シ, Kratter16)ニ ヨレ バ血液 ハ最モ速 カニ變化 ヲ來 シ.

次 デ腺 上皮,筋 肉 ニ及 ブモ一般 ニ腐敗 ニ抗 抵力 ヲ有 スル ハ筋肉,結 締織及 ビ彈力纎維 ナ リトセ リ. Zillner,

 Chiari, Falk等 亦 略 ボ同 様ナル成績 ヲ擧 ゲ, Sjova1l17)ハ 死 後 ノ經過 時間,温 度及 ビ肝 臓染色性3者 ノ關 係ニ

就テ實驗 シ, Casperls)ハ 同 一温度 ニ於テハ氣中,水 中,土 中 ニ於 ケル死體 ノ同一程度 ノ腐敗 ヲ來 ス日時 ノ比

ハ1:2:8ナ リ ト言ヒ,又 同 氏ガ記載 セル人死體臟器 ノ腐敗 ノ順 位 ヲ,其 ノ速 カナルモ ノヨ リ列擧 ス レバ,

氣 道,初 生児脳 髓,胃 腸,脾 臟,大 網 及 ビ腸間膜,肝 臟,大 人脳 髓,心 臟,肺 臟,腎 臓,膀 胱,食 道,膵 臟,横

隔膜,血 管,子 宮,腱,靱 帯.骨 ナ リ トス.然 レ共Tamassinハ 肺 臟及 ビ肝臓 バ一般 ニ抵抗強 シ トナ シ,名 取

氏19)ノ 組 織染 色性 ト腐敗 ハ進 行 トノ關係 ニ就テ ノ實 驗成績 ニヨ レバ,實 質組織 ハ 結締織 ヨ リ變化速 カニシ

テ,前 者申肝 臓最 モ早 ク核染色性 ヲ失 ヒ,次 デ脾 臓,肺 臟,腎 臓 ノ順位 ヲ以テ變 化 シ.筋 肉組 織ハ之等 ト殆 ド

同一時期或 ハ之 ヨ リ稍 々遲延 ス ト言 フ.

之 等 ハ主 トシテ組織學 的方面 ヨ リノ研 究成績 ナ リ,其 ノ化學的 方面 ヨ リノ實験 ヲ見 ル ニ,自 家融解 或 ハ腐

敗 ニ就テ ノ研究 ハ極 メテ多 種多様 ニ シテ, Kratter20)ニ ヨ レバ腐 敗 ノ最初 ノ2日 ニハCholin現 ハ レ(之 ハ7

日 ニシテ消失 シ,其 ノ後Neuridin現 ハ レ,之 ハ14日 ニ シテ完 全 ニ消失 ス),同 時 ニTrjmethylamin生 ジ,

更 ニ無毒 ノPtomaine (Cndnverin, Putrescin, Saprin)出 現 シ, 2-3週 間 ノ腐 敗 ノ後,有 毒性 ノKadaver

alkaloid即 チ先 ヅHyladin生 ジ,月 餘 ノ後Mydin, Mydatoxinヲ 庄 ズ ト言 フ.然 レ共 死後 ノ時間的經過 ト化學

的變化 ニ關 シ,系 統的 ニ之 ヲ研究 シタルモ ノ極 メテ尠 シ,山 田氏21)ハ 鮮 肉 ノ自家融解 及 ビ嫌 氣性 腐敗 ノ實驗的

ニ於テ.其 ノ蛋白分解度 ヲ測定 セル ニ,鮮 肉 ノ腐敗 ニハ細 菌増殖 ヲ伴 ヒ,酵 素量 ヲ増加 シ,從 ツテSohutz-

Arrhenius式 ニ ヨル速度 恒數 ヲ増加 スルモ,自 家融解 ハ酵素 量不易ナ ル ニヨ リ,其 ノ速 度緩慢 ナ リト稱 セリ.

伊 藤氏22)ハ 水 中 ニ於 ケル筋肉腐 敗 ノ實驗 ニ於 テ總脂 肪量竝 ニ高級 脂酸ハ共 ニ増量 スルモ之 ニ ヨ リテ歸納 的

ニ腐 敗時 日ヲ決定 スル コ トハ困難 ナ リ ト報 告 セ リ.重 信氏23)ハ 死 體内 ニ在 ル肝 臟 ニ就テ2-3物 質 ノ死後 ニ

於 ケル増加或 ハ減少 ノ時間 的關係 ヲ研究 ン,著 者 ノ1人24)モ 亦 鶏卵 ヲ發 育 ノ種 々ナル時期 ニ於 テ窒息死 ニ

陷 ラ シメタル後.略 ボ重信 氏 ト同様ナル研究 ヲ報告 スル所 ア リタリ.

思 フニ,死 後 ノ經過時 間 ヲ確知 スル コ トハ法 醫學上極 メテ重 要ナル問題 ナル ガ故 ニ,古 クヨ リ種 々ナル研

究方法講 ゼ ラ レ,以 上述 ベタル所 モ 亦 其ノ目的 ノ一 部或 ハ大部分 ガ コノ問題 ノ解 決 ニア リシモ ノ ト推 セラ

ル.更 ニ又,物 理 學的 ニ之 ヲ窮 明セ ントセ シモ ノモ少 カラズ.動 物體 蛋白成分ガ死後 ノ變化 ニ ヨ リ小 ナル分

子 ニ分解 セ ラレ,其 ノ結 果起 ル血液 ノ結氷鮎 ノ下降 ヲ測定 シテ 以テ 死後 ノ經過 時間 ヲ知 ラ ン トセ シモ其 ノ

一 方法 ニ シテ, Revenstorf25)先 ヅ之 ニ關 スル研究 ヲ發 表 セ リ,氏 ハ生體 血液 ノ結氷黙 下降度(△)ヲ0.57゜ ト
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シ死體 ノ血液及ビ胸腔 ニ集 ル體液ノムヲ24時 間ノ間隔ヲ以テ2囘 測定 シテ其 ノ差ヲ求 メ,次 式ニヨリテ死

後 ノ經過 日數ヲ算出 シ得ルコトヲ發表セ リ.

α-0.57

/ d

αハ最初 測定 シタル △

dハ24時 間 後 ノ ム トα トノ差

上式 ニヨ リテ求 メ得 ル數値 ハ死後 ノ經過 日數 ヲ現 ハスモ ノナ リ.

其 ノ後Bohne26)ハ 同 様 ナル測定 ヲ脳 全體 ノ壓窄液 ニ就 テ行 ヒ,法 醫學 上應 用 シ得 ベキモ ノナル コトヲ述

ベ タリ,然 レ共 死後 ノ蛋 白分 解 ノ程度 ハ外界 ノ状況,細 菌 ノ有無,死 體 ノ年 齢及 ビ榮養 状態 等 ニヨ リテ異 ナ

ル モ ノナ レバ,之 等 ノ方法 ハ主 トシテ死後3-4日 ノモ ノニ適用 シ得 ルニ過 ギズ トナスモ ノア リ27) Corin,

 Revenstorfハ 更 ニ脊髓液 ノ ムガ コノ目的 ニ役立 ツモ ノナ リト稱 セ リ.

Polimnnti28)ハ 人 尿 ノ滲透 堅 ハ腐敗 ノ初 メ ノ2週 間ハ可ナ リノ動搖 ヲ示 スモ其 ノ後急速 ニ上昇 シ,之 ハ

3-4箇 月 間績 キ爾後減少 シ,其 ノ粘稠度 ハ初 メ1-2箇 月 間 ハ殆 ド不變 ニ止 リ,其 ノ後漸 次下降 シ,コ ノ比

重 ト粘稠度 ト分子 壓 トノ間 ニハ密接 ナル關係 アル コ トヲ報告 セ リ,尚 ホ 氏 ハ同様 ナ ル關係 ヲ牛 及 ビ犬 ノ血

清 ノ腐敗 ノ際 ニモ認 メ得 ルモ ノナ リト稱セ リ.

一般 ニ「アルカ リ」性 ナル體液 ガ死後酸性 トナ リ,時 ノ經過 ト共 ニ其 ノ度 ノ高マ ルコ トハ 既 ニ古 クヨ リ知

ラレタル事實 ニシテ,其 ノ水素「イオ ン」濃度 ニ就 テハ先 ヅ「フランス」ノ學 者之 ヲ研究 シ, Rovouillat29)ハ 血

液 反窓 ノ變化ハTodeszeitヲ 指 示 スルモノナ リト稱 シ, Icard30)ニ ヨレバ皮下組織 ハ死後10時 間 ニシテ酸 性

反懸 ヲ呈 ス ト言 フ, Manrice de Laet31)ハ 水 素「イ オ ン」濃度 及 ビ水酸「イ オ ン」濃度 ニ關 スル詳 細 ナル研究 ヲ

發 表セ リ. Reiss及 ビSimonin32)ニ ヨ レバ白鼠,蛇 及 ビ人 ノ肝臟,筋 肉,皮 下結 締織 ノ浸出液 又ハ組織粥 ノ酸

度ハ死後次第 ニ上昇 シテ3-5日 後 一般 ニ最 高 ニ達 シ,之 等ガ無菌 ナル場合 ニハ其 ノ水素 「イ オ ン」濃度 ハ

其 ノ後殆 ド不變 ニシテ,若 シ腐敗現象起 ル時ハ該 濃度ハ再 ビ上昇 シタル後,漸 次下降 スルモ ノナ リト言 フ,

 Carrara33), Revepstorf34), Schwarzacher35)及 ビGaleotti36)等 ハ 脊髓液 ,心 嚢液,諸 種滲出液 ノ電 導度 ノ測定 ニ

ヨ リテ,ア ル場合 ニハ同 様ナル 目的 ヲ達 シ得 ベ シ ト報告 セリ.先 ニモ述 ベ クル如 ク,死 後 ノ變化 ハ其 ノ個 體

ノ状況 ト周 圍 ノ事情 トニヨ リテ影響 ヲ蒙 ムル コト甚 ダ大 ナル モ ノアルハ勿論 ナ レ共,之 等 ノ關係 ガ比較 的相

似 タル場合ハ,以 上ノ諸法ハ死後 ノ經過 時間 ノ推定 ニ一 ノ根據 ヲ與 フルモ ノ ト言 フヲ得 ベ シ,最 近Merkel37)

ハ 之 等 ノ問題 ニ關 シ廣汎ナ ル論文 ヲ發表 シテ,其 ノ一節 ニ次 ノ如 ク述 ベ タ リ.

"Fur die Todeszeitbestimmung warden auch diese an sich interessanten chemischen Festste1lungen

 nioht so leicht praktisch verwendet werden konnen"

予 等 ハ,一 ハ前記Casperノ 臟 器腐 敗進行 ノ順 位 ヲ化學 的 ニ比較 的簡 單 ニ證 明 シ得 ルヤ否 ヤ

ヲ解決 セム ガタ メ,一 ハ化學 的方法 ニヨ リ,死 後 ノ變 化 ノ程 度,從 ツテ又之 ニヨ リテ死 ノ時期

ヲ全般 的 ニ或 ハ限 ラ レタル範圍 ニ於 テ推定 シ得 ル ヤ否 ヤヲ知 ランガ爲 ニ,次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

本 實驗 ノ時期 ニ初 夏 ノ候 ヲ選 ビタル ハ,比 較的高温 ニ シテ而 モ濕 度高 キ場合 ニ於 ケル變 化 ヲ知

ラ ン ト欲 シニタル ガ故 ナ リ.

實 驗 方 法

實驗動物 トシテハ,成 ル可ク成長 ノ程度 ヲ等 シクシ,且 體重 ノ相類似セル成育家兎ヲ使用シ,試 驗前數目
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間豆腐糟 一定 量 ヲ與 ヘテ之等 ヲ.完全 ニ喰 ヒ盡 ス コ トヲ確 メ タル後, 24時 間 絶食 セ シメ,然 ル後 空氣栓塞 ニヨ

リテ死 ニ陷 ラ シメ,死 體 ヲ一定 ノ場所 ニ置 キ,蠅 ノ飛來 ヲ防 グ爲 メ小蚊 帖 ヲ以テ之 ヲ覆 ヒ,温 度,濕 度 及ビ氣

壓 ヲ觀測 シ,一 定 期間 ハ後之 ヲ解剖 シテ各 々ノ臟器 ニ就 キ,可 及的血液 ヲ除 去 シテ,秤 量後Merk製Seesand

ヲ加 ヘテ ヨ ク磨 砕 シ, Sohenk氏 法 ニ從 ヒ蛋白 ヲ除 去 シテ其 ノ殘 餘窒 素量 ヲKjeldahl氏 法 ニ ヨ リテ定量 セ リ.

筋 肉ハ常 ニ大腿前面 ノ白色 筋 ヲ買驗 ニ供 セ リ.

實 驗 成 績

實 驗 第 1

室氣栓塞死後直チニ解剖 シテ各臟器 ヲ別出シ,上 記 ノ如キ方法 ニヨリテ殘餘窒素量ヲ測定 シタル結果 ヲ

表示スレバ第1表 一第4表 ノ如 シ.此4例 ニ於 ケル各臟器含有殘餘窒素量 ノ平均値 ヲ第5表 ニ示 ス.

第1表　 (死 直 後)

家兎 〓 體重2430g

室温21℃ 氣壓762mmHg濕 度76%

第3表　 (死 直 後)

家兎 〓 體重1805g

室温20℃ 氣壓767mmHg濕 度80%

第2表　 (死 直 後)

家兎 〓 體重1635g

室温20℃ 氣壓767mmHg濕 度80%

第4表　 (死 直 後)

家兎 ♀ 體重1725g

室温22℃ 氣壓767mmHg濕 度78%
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第5表　 (死 直 後)

臟器100.09中 殘餘窒素量g

實 驗 第2

空氣栓塞死後24時 間ヲ經過シテ剖檢スルニ,肉 眼的變化ハ未 ダ輕度ニシテ實驗第1ノ 場合 ト大差無 ク,

殘餘窒素量測定 ノ結果ハ第6表-第9表 ニ示スガ如 シ.表 中死後變化率 ト記載セルハ第5表 ニ示セル死直

後 ノ殘餘窒素量ノ平均値 ニ對スル殘 餘窒素量 ノ増加 ノ割合ヲ表 ハセルモノニシテ,以 下總テ之ニ等 シ,此變

化率ニ從 ヒ,其 ノ最モ大ナル臟器ヨリ順次ニ番號ヲ附 シテ順位ヲ示セ リ.

第6表　 (死 後24時 間)

家兎 ♀ 體重2350g

室温16-25℃ 氣壓767-776mmHg濕 度70-75%

第7表　 (死 後24時 間)

家 兎 ♀ 體重2480g

室 温17-23℃ 氣 壓758-770mmHg濕 度74-100%
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第8表　 (死 後24時 間)

家兎 〓 體重2290g

室温18-23℃ 氣壓764-770mmHg濕 度75-80%

第9表　 (死 後24時 間)

家兎 〓 體重2360g

室温23-27℃ 氣壓752-761mmHg濕 度86-90%

而 シテ上記 ノ表中,各 例ニ於 ケル死後變化率 ヲ各臟器毎ニ合算 シテ之ヲ其 ノ例數ニテ除 シ,各臟器 ノ平均

變化率 ヲ算出スル時ハ,死後24時 間 ニ於 ケル各臟器 ノ順位及ビ平均變化率(或 ハ増加率)ハ 脾臟(1.89),脳

髓(1.62),眼 球(1.57),肝 臟(1.37),腎 臓(1.24),肺 臟(1.20),心 臟(1.17),筋 肉(1.01)ナ リ.

實 驗 第3

死後3日 間ヲ經過 シテ之 ヲ解剖檢査スルニ,眼 球著 シク軟 トナ リ,且 稍々縮小シ,其 ノ變化高度ナルモノ

ニ於テハ既ニ硝子體ノ大部分ヲ失ヒテ,溷 濁セル角膜 ノ内部ニ水晶體 ノミ殘 存ス.脾 臟モ亦變化著明シテ,

實質ハ軟化シテ紫褐色乃至汚緑色 ノ泥状ヲナシ,同時ニ肝臟,腎臟モ亦著シク軟化 シ,共ニ實質組織 ノ造構 ヲ

認ムル能ハザ レ共,之 等ハ未ダ泥状 ヲ呈スハLニ至ラズ,肺 臟及ビ心臟亦稍々軟化スルモ,原 形ヲ保有シ,脳髓

ハ半バ泥状 トナリ別出ニ際 シ原形ヲ保持 シ難 シ,各臟器ノ殘 餘窒素量ハ第10表-第13表 ニ見ル如 クニシテ

第10表　 (死 後3日)

家 兎 ♀ 體重1780g

室 温23-27℃ 氣 壓763-768mmHg濕 度78-90%

第11表　 (死 後3日)

家 兎 〓 體重2000g

室 温18-22℃ 氣 壓765-768mmHg濕 度73-78%
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第12表　 (死 後3日)

家 兎 〓 體重2450g

室 温18-26℃ 氣 壓752-763mmHg濕 度84-100%

第13表　 (死 後3日)

家 兎 〓 體重2080g

室 温18-22℃ 氣 壓765-768mmHg濕 度73-78%

備考 表中ー ヲ附セルハ腐敗高度 ニシテ檢査不可能ナ リシモノナ リ.以 下之ニ同 ジ

増加率 ニ從 フ順位及 ビ平均變化 率ハ眼球(7.33),牌 臟(3.01),肝 臟(2.89),脳 髓(2.84),肺 臟(2.835),腎 臟

(2.35),心 臟(1.81),筋 肉(1.20)ニ シテ,實 驗第2ノ 結果 ニ比 シ,多 少 ノ移動 アル ヲ知 ル ベシ.

實 驗 第4

死 後5日 間 ヲ經過 セルモ ノニ於 テハ,眼 球,脾 臟共 ニ何 レノ例 ニ於テ モ殆 ド共 ノ原形 ヲ止 メズ,他 ノ臟器

モ亦變化著 シク進行 シ,何 レモ其 ノ一部 分或 ハ大部分 ヲ辛 ウ ジテ檢査 ニ使用 シ得 ルニ過 ギズ,唯 胸腔 臟器 ノ

ミハ變 化比較的輕 ク,軟 化 ス レ共 未ダ原形 ヲ保有 ス.各 例 ニ於テ體長約1-1.5cmノ 蛆 蟲 多數 ニ發生 シ,胸

壁腹壁 竝 ニ眼窩部 ハ既 ニ甚ダシク喰 ヒ荒 サルル ヲ見 ル.各 臟器殘 餘窒 素量ハ第14表-第17表 ニ見 ルガ如

ク著 明ニ増加 シ,其 ノ平均順 位竝 ニ平均變化率 ハ變化 高度 ニシテ 檢 査スル コ ト能 ハザ リシ眼 球及 ビ脾臟 ヲ

除キ,脳 髓(4.93),肝 臟(4.77),肺 臟(4.70),腎 臟(3.67),心 臟(3.01),筋 肉(1.85)ナ リ.

第14表　 (死 後5日)

家 兎 ♀ 體重1870g

室 温17-26℃ 氣 壓752-762mmHg濕 度84-100%

第15表　 (死 後5日)

家 兎 ♀ 體重1455g

室 温17-26℃ 氣 壓752-762mmHg濕 度84-100%
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第16表　 (死 後5日)

家兎 〓 體重1520g

室温17-26℃ 氣壓752-762mmHg濕 度84-100%

第17表　 (死 後5日)

家兎 〓 體重2150g

室温17-28℃ 氣壓752-764mmHg濕 度78-100%

實 驗 第5

死 後1週 間 ヲ經過 セル家 兎 ノ死體 ハ變 化高度 ニ シテ,眼 球,胸 壁,腹 壁 及 ビ内臟 ノ一 部ハ前實驗 ニ見 タル

ト略 ボ同大 ノ蛆 蟲 ニ依 リテ喰ヒ荒 サ レ,脾 臟 ノ實質 ハ殆 ド全 部軟 化消失 シ,腎 臟 ノ實質 モ泥状 トナ リ,肝 臟

亦 高度 ニ軟化 シ,一 部分或 ハ大部分 消失.セルモ ノア リ,然 レ共心臟 ハ軟化 セル ノ ミニシテ猶 ホ略ボ原形 ヲ止

メ,肺 臟 亦著 シク軟化 シ容 積 ヲ減 ゼル モ原形 ヲ存ス.次 表 以外 ノ數 例 ニ於テ ハ胸腹腔 臟器 ハ無數 ノ蛆蟲 ニヨ

リテ殆 ド痕 跡無 キマデニ喰 ヒ盡 サ レ,實 驗 ニ供 シ得ザ リシモ ノア リ,斯 ノ如 キ場 合 ニ於 テ モ死後放置 ノ状 ヲ

可 及的 自然 ニ近カ ラシメ,止 ム ヲ得ザ ルモ ノノ他 ハ人工 ヲ避 ケ ンガ爲 ニ,其 ノ儘 ニ放置 シ,唯 前述 ノ如 ク蠅

ノ群集 ヲ防 グ タメ,蚊 帖 ヲ以 テ覆 フノ ミノ状 態 ニ置 ケ リ.本 實驗 ニ於 ケル殘 餘窒素量 ハ第18表-第20表 ニ

示 ス如 クニ シテ,平 均順 位及 ビ平均變化率 ハ次 ノ如 ン.(眼 球 及 ビ脾 臟 ヲ除 ク).

肝 臟(7.03),脳 髓(6.45),肺 臟(6.43),心 臟(5.06),腎 臟(4.72),筋 肉(2.94).

第18表　 (死 後1週 間)

家兎 〓 體重2250g

室温18-26℃ 氣壓754-768mmHg度84-100%

第19表　 (死 後1週 間)

家兎 ♀ 體重2090g

室温18-26℃ 氣壓754-762mmHg濕 度84-100%
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第20表　 (死 後1週 間)

家兎 〓 體重1950g

室温18-26℃ 氣壓754-762mmHg濕 度84-100%

第2圖　 死3日 後

總 括

以上ノ實驗成績ニヨリ,死 體各臟器組織ニ

於ケル殘餘窒素量 ノ増加 ヲ,死 後 ノ變化率 ニ

ヨリテ圖示 セバ次 ノ如 シ.

第1圖　 死24時 間後

備 考　 數 字ハ死後ノ変化 率 ヲ現シ.

圖 中ノ短 キ横線 ハ各〓平均変化率ヲ示 ス.

第3圖　 死5日 後
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第4圖　 死 後1週 間

上 圖 ニ ヨ リテ明 カナル如 ク,各 臟 器 ノ間 ニハ大

略 一定 ノ順序 ア リテ,略 ボCaaperノ 順 位 ト相 一

致 シテ經過 スル モ ノナル ヲ知 ル.コ ノ關係 ヲ明瞭

ナ ラ シメ ンガ爲 ニ兩 者ヲ對 比 シテ記 載 ス レバ次 ノ

如 シ.

Casperノ 順位 → 氣 道,初 生見脳髓,胃 腸,脾 臓,

大 網 及 ビ腸 間膜,肝 臓,大 人脳髓,

心臟,肺 臓,腎 臟,膀 胱,食 道,

膵臟,横 隔膜,血 管,子 宮,腱,

靱帯,骨.

著者 ノ順 位

死 後24時 間→脾 臟,脳 髓,眼 球,肝 臟,腎 臟,

肺 臟,心 臟,筋 肉.

〃 3日 →眼球
,脾 臟,肝 臟,脳 髓,肺 臟,

腎 臟,心 臟,筋 肉.

〃 5日 →-
,-,脳 髓,肝 臟,肺 臟,

腎 臓,心 臟,筋 肉.

〃 7日 →-
,-,肝 臟,脳 髓,肺 臟,

心臟,腎 臟,筋 肉.

而 シテ脾臟 ハ死後24時 間ニ於 テハ死後 ノ變 化率眼球 ヨリモ高度 ナ レ共,死 後3日 ニ於 テハ此

關係ハ逆轉 ス.コ レ一方 ニ於 テハ眼球 ガ直接外界 ト交渉 ヲ存 シ,他 方 ニ於テハ脾臟 が著 シク軟

化消失 シ始 ムルガ爲 メナルベ シ.死 後5日 以 上經過 セルモノニ於 テハ肝臟ノ變化ハ脳髓 ノソレ

ヨリモ高度 ニシテ,又,此 時期 ニ於 テハ肺臟 モ比較的強度 ノ變化率 ヲ現 ハスモノナ リ.

斯 ノ如 ク,死 後各時期 ニ於 テ,各 臟器ノ殘餘窒素量 ノ變 化ハ必 ズ シモ常ニ一定不變 ノ順位 ニ

從 フモノニハ非ザ レ共,事 情相似タル場合 ニ於 テハ大略近似ノ結果 ヲ得ルモノナ リ.故 ニカカ

ル場合 ニハ,死 體各臟器ノ殘餘窒素量 ト死後 ノ經過時間 トノ間 ニハ多少密接ナル關係 アリト言

フヲ得べク,コ レ軈 テ死後 ノ經過時間ノ推定 ニ一根據 ヲ與 フルモノ ト言 フベ シ.

更 コ實際問題 ニ就テ考 フルニ,死 後相當長キ時間ヲ經過 シ,腐 敗稍 々高度 ナル場合 ニ於テモ

多 クハ下記4臓 器 ノ檢査 ハ可能 ニシテ,胸 腔,腹 腔 及 ビ頭腔 ヨリ各々檢査臟器 テ得 ルコ トハ全

般 ニ亙 ル變化 ノ推定 ニ有利 ニシテ而モ一臟器 ヨリモ多種 ノ臟器 ニ就キ檢索スルコ トノ誤謬少キ

黙等 ヨリ,脳髓,肺 臟,肝 臟 及 ビ腎臟 ノ各々100.0g中 ニ存 スベキ殘餘窒素量ノ總和(g)ヲ 以テ

死後 ノ經過時間推定 ノ基準 トセ,以 テ實際問題 ノ解決 ニ若干ノ光明 ヲ興ヘ ンコ トヲ企圖 セリ.

今,濁 度 ト殘餘窒素量ノ總和 トノ關係 テ示 セバ第21表 ノ如 シ.
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第21表　 殘 餘 窒 素 量 總 和g

即 チ上表 ハ示 ス如 ク,本 實驗 ニ在 リテハ温度 ノ差大 ナ ラザル場 合,此 總和 ハ略 ボ相 似 タル結

果 ヲ示 シ,之 ニ ヨ リテ死 後 ノ經過 時 間 ヲ推 定 スル コ トノ,一 定 範 圍内 ニ於 テ必 ズ シモ不 可能 ニ

非 ザ ル コ トヲ知 リ得 ルナ リ.

猶 ホ人死體 ニ就 キ最 近遭遇 シタル3實 例 ヲ表示 ス レバ次 ノ如 シ.

第22表　 實 例

本表 ト第21表 トヲ對比 シテ其 ハ死後 ハ時間ヲ推定 スルニ,第1例 竝 ニ第2例 ハ共 ニ死後24

時間ヲ經過 セルモハヨリモ稍々大 ナル値 ヲ表ハシ,第3例 ハ死後1週 間ノモハヨリモ稍 々小 ナ

リ.而 シテ之等 ハ實例ニ於テハ予等 ガ家兎 ニ於テ實驗 シタル際 ヨリモ一般 ニ高温 ナ リシコ ト,

之等諸臟器ノ殘餘窒素量ガ動物 ハ種屬ニヨリテ必 ズ シモ同一ナラザルベキコ ト等 ヲ合 セ考察 ス

ル時ハ此3實 例 ガ表ハス殘餘窒素量 ノ總和 ト予等 ノ動物實驗 ニヨルソ レトノ對照ニヨ リテ考 へ

得べキ死後 ハ經過時間ハ第1例 及 ビ第2例 ハ24時 間以内,第3例 ハ4日 乃至5日 ナルベク,警

察當局 ノ調査 ニヨル推定 ヲヨク裏書 スルモノ ト言 フヲ得ベ シ.

猶 ホ低温度 ニ於ケル變化及 ビ任意 ノ温度 ニ於 テ當然現ハルべキ殘餘窒素量ハ算出方法 ニ就テ

ハ他 日稿 ヲ更 メテ報 告スル所 アルべ シ.
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結 論

1)家 兎各種臟器殘餘窒素量ハ死後 ノ時間的經過 ニ伴 ヒテ漸次増加 シ,同 一時間ニ於テハ個

體 ハ状況 ト外界 ハ事情 トニ大 ナル相違 ナキ場合ニ於 テ,略 ボ近似 ハ量 ヲ現 ハス.

2)死 後任意 ハ時 ニ於ケル家兎各種臟器殘餘窒素量 ガ死 直後 ハ夫 レニ比 シ,増 加 スル量ヲ以

テ死後各臟器 ハ變化 ハ程度ヲ現 ハシ,其 ハ高率ナル臟器 ヨリ低率 ナルモハニ至 ル順列ハ,略 ボ

Casporハ 順位 ニ似 タル成績 ヲ呈 ス.

3)脳 髓,肺 臟,肝 臟及 ビ腎臟各々100.0g中 ニ於 ケル殘餘窒素量 ハ總和 ハ外界ハ事情 ニ著

シキ差異ナキ限 リ,死 後一定時間 ハ經過 ニ於 テハ,略 ボ一定 ハ數恒ヲ示 シ,實 驗家兎ニ於 テハ

此總和 ト死後經過時間 トノ間ニ密接 ナル關係 アルヲ認 メタ リ.

人死體 ニ就 テ行 ヒタル上記4臟 器 ハ殘餘窒素量 ハ總和 ト推定經過時間 トハ間ニモ亦此關係ヲ

想定スべク,更 ニ家兎 ニ於ケル總和ハ數値ハ温度 ヲ顧慮 セバ此處 ニ多少參考 セラルべキモノナ

ラ ン.

低温 ニ於 ケル實驗 ハ稿 ヲ更 メテ記 スル所 アルべ シ.(5. 9. 8.受 稿)
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340. 6

Kurze Inhaltsangabe.

Chemische Studien uber die experimentelle Fiulnis.

Von

Ryozo Ido and Kwanji Momonoi.

Aus dem Gerichisarztlichen Institut der Medizinischen Univerntat Okayama 

(Vorstand: Prof. Dr. C. Endoh).
Eingegangen am 8. September 1930.

Hier soll die erste Mitteilung von den experimentellen Forschungen uber die chem

ische Zersetzung der Leiche eines Kaninchens, das lurch Luftembolie getotet wurde, 

gegeben werden. Die Experimente wurden diesmal im Fruhsommer ausgefuhrt, wobei 
die Tierleichen zu verschiedenen Zeiten nach dem Tode seziert and einige Organe her

ausgenommen wurden. Die Reststickstoffmenge des einzelnen Organs vermehrte sich 

stets allmahlich mit dem postmortalen Zeitablaufe. Unter der Voraussetzung, dass der 

Grad der Zersetzung des einzelnen Organs durch die Zunahme der Reststickstoffmenge 

bis zu einer gewissen Grenze vertreten wird, stimznt die Reihenfolge der Organe nach der 

Zunahme mit derjenigen, welche fruher von Casper angegeben wurde, im Grossen und 

Ganzen ziemlich gut uberein.

Es wird hier auch die Ansicht ausgesprochen, dass die Summe der Grammzahl des 

Reststickstoffs in 100g Organsubstanz von Gehirn, Lunge, Leber and Niere bei diesem 

Experimente in einer gewissen Beziehung zu der postmortal verstrichenen Zeit stehen 

mi sste. (Autoreferat.)
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